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今月の主な内容

11

今月の表紙
　10 月 14 日（月・祝）、秋晴れのもと第８回スポー
ツレクリエーション大会がスポーツ公園と農村
総合センターで開かれ、6種目に合わせて町民約
250 人が出場。それぞれ熱戦が繰り広げられまし
た。【写真：開会式で選手宣誓を行う田伏菜央さ
ん（野上中学校２年）／スポーツ公園にて）】
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町
長
、
同
組
合
議
員
、
工
事
関
係

者
、
地
元
住
民
な
ど
約
１
７
０
人

が
出
席
し
、
工
事
の
無
事
完
成
を

願
い
ま
し
た
。

建
設
さ
れ
る
ご
み
処
理
施
設

は
、
２
市
１
町
か
ら
排
出
さ
れ
る

一
般
廃
棄
物
の
う
ち
、
可
燃
ご
み

を
焼
却
し
、
焼
却
に
よ
り
発
生
す

る
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
有
効
活
用
す

る「
エ
ネ
ル
ギ
ー
回
収
推
進
施
設
」

と
紀
の
川
市
及
び
紀
美

野
町
か
ら
排
出
さ
れ
る

粗
大
ご
み
、
び
ん
類
、

缶
類
、ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、

プ
ラ
容
器
等
を
粉
砕
・

選
別
等
に
よ
り
、
資
源

回
収
を
行
う
「
マ
テ
リ

ア
ル
リ
サ
イ
ク
ル
推

進
施
設
」、
循
環
型
社

会
形
成
に
向
け
て
の
啓

発
や
情
報
発
信
の
機
能

を
有
す
る
管
理
棟
で
、

総
事
業
費
は
58
億
３
，

８
０
０
万
円
、
平
成
27

年
10
月
末
完
成
予
定
と

な
っ
て
い
ま
す
。

海
南
市
、
紀
の
川
市
、
紀
美
野

町
の
２
市
１
町
で
構
成
す
る
紀
の

海
広
域
施
設
組
合
が
紀
の
川
市
桃

山
町
最
上
地
内
で
進
め
て
い
る
紀

の
海
広
域
ご
み
処
理
施
設
建
築
工

事
の
安
全
祈
願
祭
及
び
起
工
式
が

９
月
26
日
、
建
設
地
で
行
わ
れ
、

管
理
者
の
中
村
愼
司
紀
の
川
市
長

を
は
じ
め
、
副
管
理
者
の
神
出
政

巳
海
南
市
長
と
寺
本
光
嘉
紀
美
野

左から紀の川市長、岩出市長、和歌山市長、海南市長、紀美野町長

ご
み
処
理
施
設
建
設
へ
! !

９
月
26
日
に
安
全
祈
願
祭
・
起
工
式

地
鎮
之
儀
を
行
う
寺
本
町
長
（
右
）、
中
村

紀
の
川
市
長
（
中
）、神
出
海
南
市
長
（
左
）

全国一斉「女性の人権ホットライン」
強化週間を実施します！

■期　　間　11 月 18 日（月）～ 24 日（日）
　　　　　　午前 8 時 30 分～午後 7 時
　　　　　　（ただし、土・日曜日においては、
　　　　　　午前 10 時～午後 5 時）
■電話番号　0570 － 070 － 810
　　　　　　（全国共通ナビダイヤル）

※相談は無料、秘密は厳守されます。夫やパートナーから
の暴力、ストーカーなどの女性をめぐるさまざまな人権
相談に応じます。

※法務局職員又は人権擁護委員が相談に応じますので、お
気軽にご相談ください。

■問い合わせ　☎（073）４２２－５１６４
　　　　　　　（和歌山地方法務局人権擁護課内
　　　　　　　　　　　　和歌山県人権擁護委員連合会）

～女性の人権にかかわる問題について
相談に応じます。～

紀の海
広域施設組合

施 設 の 概 要
施設用地面積　２６，６９５㎡
施設構成
◆エネルギー回収推進施設　
　鉄骨造（延床面積６，５０８㎡）、地上７階、地下２階　
　処理方式.ストーカー式焼却炉、処理能力.１３５ｔ／日・６７．５ｔ／
日×２炉、発電出力１，９５０ｋｗ

◆マテリアルリサイクル推進施設
　鉄骨造（延床面積５，０２３㎡）、地上３階、地下１階、処理能力
１７ｔ／日）

◆管理棟
　鉄骨造（延床面積１，５３３㎡）、地上２階

　和歌山市、那賀消防組合（岩出市・紀の川市）、海南
市及び紀美野町の４消防本部は、119 番通報の受信や、
消防車・救急車への出動指令などの消防通信指令事務を
平成 27 年４月から共同で運用するため、協議会を設置
しました。広域で共同運用することで、大規模災害での
迅速な対応、消防力の強化、通信指令員の効率的な人員
配置、施設整備費の節減を図ることができます。

5 市町、消防通信指令を共同で！
10月 7日に

『消防通信指令事務協議会の設置調印式』

完成予想図
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毎
年
、
期
間
中
に
は
、
紀
美
野

町
人
権
委
員
会
、
人
権
擁
護
委
員

会
、
そ
の
他
関
係
機
関
の
協
力
の

も
と
啓
発
活
動
を
推
進
し
て
い
ま

す
。人

権
と
は
、
誰
も
が
生
ま
れ
な

が
ら
に
し
て
持
っ
て
い
る
、
人
間

が
人
間
ら
し
く
生
き
て
い
く
た
め

に
侵
す
こ
と
が
で
き
な
い
権
利
で

す
。本

町
が
め
ざ
す
「
人
権
尊
重
の

ま
ち
づ
く
り
」
は
、
町
民
一
人
ひ

と
り
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
、
す
べ

て
の
町
民
が
心
豊
か
で
、
自
分
ら

し
く
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
社
会

を
実
現
す
る
こ
と
で
す
。

町
民
一
人
ひ
と
り
が
自
ら
の
人

権
や
他
者
の
人
権
を
尊
重
し
、
あ

ら
ゆ
る
人
権
問
題
を
自
分
の
課
題

と
し
て
捉
え
、
そ
の
解
決
に
取
り

組
ん
で
い
く
姿
勢
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。そ
の
た
め
に
は
、「
人
権
」

に
つ
い
て
改
め
て
考
え
る
機
会
を

提
供
し
、
自
分
自
身
に
よ
る
「
気

づ
き
」
を
促
し
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
す
。

期
間
中
の
主
な
啓
発
活
動
の
日

程
は
、
下
記
の
と
お
り
で
す
。
ご

家
族
、
ご
近
所
お
誘
い
合
わ
せ
の

う
え
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
の
ぼ
り
の
設
置
（
町
内
各
所
）

◆
街
頭
啓
発.

11
月
３
日
（
文
化

セ
ン
タ
ー
）、
12
月
４
日
（
各

小
・
中
学
校
ほ
か
）

◆
啓
発
ポ
ス
タ
ー
展.

11
月
２
日

～
５
日
（
文
化
セ
ン
タ
ー
）　

◆
町
民
大
学
講
座（
人
権
講
演
会
）.

11
月
10
日
（
中
央
公
民
館
）

◆
ブ
ロ
ッ
ク
別
研
修
会　

11
月
29

日
（
美
里
支
所
）

◆
人
権
相
談　

中
央
公
民
館
・
地

域
資
源
開
発
セ
ン
タ
ー
（
12
月

４
日
）

※
詳
し
く
は
生
涯
学
習
課

.

（
℡
４
８
９
‐
５
９
１
５
）
へ

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

９
月
29
日
（
日
）、
柴
目
地
区

自
主
防
災
組
織（
西
田
完
治
会
長
）

の
防
災
訓
練
が
消
防
団
器
具
庫
前

で
行
わ
れ
、
参
加
し
た
住
民
約
60

人
は
、
地
元
消
防
団
の
方
々
の
指

導
の
も
と
、
消
火
栓
を
使
っ
て
の

放
水
訓
練
に
真
剣
に
取
り
組
ん
で

い
ま
し
た
。

ま
た
、
10
月
５
日
（
土
）、
動

木
地
区
自
主
防
災
組
織
（
楠
木
幸

雄
会
長
）
の
防
災
に
関
す
る
研
修

会
（
県
の
減
災
教
室
）
が
動
木
集

会
所
で
開
か
れ
、
役
員
約
40
人
が

参
加
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
ス

ラ
イ
ド
や
住
宅
耐
震
模
型
を
使
っ

た
実
験
を
通
し
て
、
木
造
住
宅
の

耐
震
化
や
家
具
固
定
の
必
要
性
及

び
方
法
に
つ
い
て
学
び
、
地
震
に

対
す
る
心
構
え
を
新
た
に
し
て
い

ま
し
た
。

消火栓を使っての放水訓練（柴目地区）

人
権
を
考
え
る
強
調
月
間

11
月
11
日
～
12
月
10
日

防
災
訓
練
（
研
修
会
）
を

実
施
!!

柴
目
、
動
木
地
区
自
主
防
災
組
織

防災に関する研修会（動木地区）

『
愛
の
手
で
築
こ
う
明
る
い
よ
い
社
会
』

愛
の
協
賛
金
運
動
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
て

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

今
年
も
地
域
の
み
な
さ
ま
方
の
お
陰
で
、【
４
０
８
，７
１
２
円
】
と
い

う
多
額
の
浄
財
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
募
金
は

＊
地
域
の
非
行
防
止
の
た
め
の
環
境
浄
化
と
啓
発
活
動

＊
更
生
保
護
施
設
で
、
自
立
更
生
を
め
ざ
し
生
活
し
て
い
る
方
へ
の
激
励
、

援
助
活
動

＊
矯
正
施
設
で
、
社
会
復
帰
の
た
め
に
教
育
を
受
け
て
い
る
人
達
の
更
生

を
助
け
る
た
め
の
激
励
、
援
助
活
動

そ
の
他

＊
町
内
小
学
校
新
１
年
生
に
防
犯
ブ
ザ
ー
を
毎
年
プ
レ
ゼ
ン
ト

＊
町
内
各
公
民
館
、
小
・
中
学
校
の
プ
ラ
ン
タ
ー
に
四
季
折
々
の
花
植
え

　

地
域
の
住
民
や
こ
ど
も
達
と
共
に
歩
ん
で
い
く
更
生
保
護
女
性
会
を
今

後
と
も
ご
支
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

皆
様
の
温
か
い
お
心
に
感
謝
し
、
紙
上
を
お
借
り
し
て
お
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
紀
美
野
町
更
生
保
護
女
性
会　

会
員
72
名
）
会
長　

福
島　

淳
子
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　私は、厚生病院精神科に 29 才時勤め始め、本年還暦
を迎えました。
　当院精神科の近況報告をさせて頂きます。平成 22 年
に精神科病棟・外来部門・デイケア・作業療法室が建て
直され、素敵な入院病棟（100 床）・外来環境が備わり
ました。そのお陰で、古い病棟では入院を希望されなかっ
た神経症、うつ病、認知症、摂食障害等の患者さんの入院が増加しています。
又、各科医師の協力を得て、身体合併症を抱えた精神科患者さんの入院治療
も増加しています。
　治療環境の整備と共に、医師・看護師・看護補助者以外に 10 年程前から様々
な専門職が採用され、現在作業療法士５名、精神保健福祉士２名（更に増員
予定）、臨床心理士１名が精神科部門に配属されています。精神科部門外の栄
養士・薬剤師も時に加わり、様々な職種が協力・連携し精神科医療の充実に
努めています。又病院外の関係諸機関の職員も加わったケア会議・支援会議
も頻繁に行われ、患者さんの退院や地域生活支援に多職種で取り組んでもい
ます。来年度は、当院の精神科グループホーム（20 名）の運営に更に力を入れ、
精神科訪問看護を新たに立ち上げる計画もしています。
　外来には、不眠症や悩み相談 ? で受診される患者さん、軽症の患者さんも
増えています。お気軽に受診して頂ければと思います。

国保野上厚生総合病院だより （医師紹介⑪）

副院長　上
うえ

野
の

　半
はん

兵
べ

衞
え

町
税
の
納
付
忘
れ
は
ご
ざ
い
ま

せ
ん
か
。
税
収
確
保
及
び
納
期
内

に
納
税
い
た
だ
い
た
方
と
の
公
平

を
確
保
す
る
た
め
、
紀
美
野
町
、

和
歌
山
県
及
び
和
歌
山
地
方
税
回

収
機
構
で
は
、
11
月
と
12
月
を
合

同
の
『
滞
納
整
理
強
化
月
間
』
と

し
て
、
滞
納
者
の
財
産
（
預
金
、

不
動
産
等
）
の
差
押
え
を
行
う
な

ど
、
合
同
で
滞
納
整
理
の
強
化
に

取
り
組
み
ま
す
。

納
期
限
を
過
ぎ
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
ま
だ
納
付
さ
れ
て
い
な

い
方
は
、
至
急
、
役
場
又
は
金
融

機
関
の
窓
口
で
納
付
し
て
く
だ
さ

い
。ま

た
、
何
ら
か
の
事
情
で
納
付

で
き
な
い
方
は
、
未
納
の
ま
ま
放

置
せ
ず
、
税
務
課
ま
で
お
越
し
い

た
だ
き
納
税
の
方
法
な
ど
に
つ
い

て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
昼
間
仕
事

の
都
合
等
の
理
由
で
役
場
へ
来
庁

で
き
な
い
場
合
で
も
、
必
ず
電
話

連
絡
を
し
て
く
だ
さ
い
。
職
員
が

納
税
相
談
に
応
じ
ま
す
。

税
務
課
（
℡
４
８
９
‐
５
９
０
５
）

「海南税務署からのお知らせ」
「税を考える週間」〔11 月 11 日（月）～ 11 月 17 日（日）〕

テーマ：「税の役割と税務署の仕事」

○税の役割
　国や地方公共団体は、国民の生活に欠かすことのできな
い公共サービスを提供するため、様々な行政活動を行って
おり、その活動のために必要な経費を賄う財源が「税金」
です。
　国税庁では、この納税義務の履行を適正かつ円滑に実現
するために、様々な取組を行っています。
○ ICT 化を通じた納税環境の整備
　国税庁では、「確定申告書等作成コーナー」や「e-Tax」
の改善のほか、国税庁ホームページにより、納税者が適正
に申告・納税が行えるよう納税の意義や税法の知識、手続
等について様々な情報提供を行っています。
○ e-Tax をはじめよう！～国税電子申告・納税システム～
　自宅や事務所などからインターネットを利用して、

●紀州漆器まつり・家庭用品まつりへの参加
　日程：11 月 2 日（土）
　内容：海南納税協会が税金コーナーを設けてＰＲ
●紀美野町農林商工まつりへの参加
　日程：11 月 24 日（日）
　内容：海南納税協会が税金コーナーを設けてＰＲ
●小学生の税の習字展（優秀作品 10 点）
　日程：11 月 11 日（月）～ 11 月 25 日（月）
　　　　９時 30 分～ 18 時
　場所：海南駅構内海南市物産観光センター

　平成 25 年度の「税を考える週間」は、「税の役割と税務署の仕事」をテーマとして、税の役割や国税庁のＩＣＴ（情
報通信技術）化・国際化に対する諸施策について紹介します。

11
月
及
び
12
月
は
『
合
同
滞

納
整
理
強
化
月
間
』
で
す
。

☆国税庁ホームページ内「ご紹介します　税の役割と税務署の仕事」に「動画で見る税務署の仕事」などの情報を掲載し
ています。

☆税に関する情報は国税庁ホームページへ　～ http://www.nta.go.jp ～
　問い合わせ：海南税務署（電話 073-482-0900）

●確定申告書等の作成は国税庁ホームページで！
　～確定申告書等作成コーナー～

《書面で出力し印刷するなら電子証明書（住基カード等）や
ＩＣカードリーダライタが要りません。》
　＊　計算誤りがありません。
　＊　24 時間操作可能です。
　＊　出力（印刷）した申告書に押印して、郵送で提出で

きます。（添付書類は申告書と併せて提出する必要が
あります。）

　＊　作成したデータは保存することができます。
　　　 　　　　　　　　　　☞　作成コーナー　で検索

　　１　所得税、消費税及び地方消費税、法人税及び復興
特別法人税、贈与税等の申告

　　２　全税目の納税
　　３　申請、届出等
　の各種手続をすることができます。
　e-Tax を利用して申告等を行う際には、一部の場合を除
き、電子証明書（住基カード等）とＩＣカードリーダライ
タが必要です。
○国際的な取引への対応
　国税庁では、国際的な取引への対応とし
て、国際的租税回避への対応をはじめとし
た適正 ･ 公平な課税の実現のための取組、
国際的な二重課税の防止等のための相互協議、租税条約等
に基づく情報交換を行なっています。
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小
畑
の
前
田
晋
作
さ
ん
（
69
）

が
自
宅
倉
庫
を
利
用
し
て
、明
治
、

大
正
、
昭
和
の
生
活
道
具
な
ど
約

５
５
０
点
以
上
を
展
示
し
、
一
般

に
公
開
し
て
い
ま
す
。

前
田
さ
ん
は
、
青
森
県
三
沢
市

の
旧
渋
沢
邸
で
、
昔
の
農
具
な
ど

の
展
示
の
素
晴
ら
し
さ
に
魅
了
さ

明
治
、
大
正
、
昭
和
の

生
活
道
具　

展
示
中
!!

前
田
晋
作
さ
ん
（
小
畑
）

れ
、
５
年
前
か
ら
生
活
道
具
を
中

心
に
収
集
し
、
自
宅
に
保
存
さ
れ

て
い
た
約
60
点
と
合
わ
せ
展
示
し

て
い
ま
す
。

前
田
さ
ん
は
「
当
時
の
生
活
の

様
子
を
知
る
う
え
で
貴
重
な
も
の

ば
か
り
で
す
。
子
ど
も
か
ら
大
人

の
方
ま
で
是
非
見
て
ほ
し
い
。」

と
話
し
て
い
ま
す
。

「
志
賀
野
冬
フ
ェ
ス
タ
」

今
年
も
開
催
！

■
開
催
日

12
月
８
日
（
日
）

午
前
11
時
～
午
後
７
時

■
場
所　

旧
志
賀
野
小
学
校
グ
ラ

ウ
ン
ド
及
び
周
辺
施
設

■
内
容　

餅
つ
き
、
焼
き
芋
、
薪

割
り
、
凧
作
り
、
出
店
な
ど
、

特
に
お
子
様
連
れ
の
ご
家
族
に

ご
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
る
イ

ベ
ン
ト
で
す
。
フ
ェ
ス
タ
前
後

の
期
間
中
は
、
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
で
会
場
を
彩
り
ま
す
☆

内
容
も
、
光
の
装
飾
も
グ
レ
ー

ド
ア
ッ
プ
の
予
定
！
フ
ェ
ス
タ

を
盛
り
上
げ
て
く
だ
さ
る
出
店

ゲ
ー
ト
ゴ
ル
フ
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
大
会　

開
か
れ
る
!!

紀
美
野
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会　

主
催

10
月
10
日
、
農
村
総
合
セ
ン

タ
ー
ゲ
ー
ト
ゴ
ル
フ
場
で
紀
美
野

町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
主
催
の
第

８
回
ゲ
ー
ト
ゴ
ル
フ
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
大
会
が
開
か
れ
、
61
人
の
方
々

が
秋
晴
れ
の
も
と
熱
戦
を
繰
り
広

げ
ま
し
た
。

者
様
も
募
集
中
で
す
！

　

詳
細
・
最
新
情
報
は
「
志
賀
野

ブ
ロ
グ
」
で
チ
ェ
ッ
ク
し
て
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
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未
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志
賀
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阪
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０
７
３
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４
８
９
‐
３
７
７
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■
内　

容

　
「
竹
は
第
三
の
資
源
」　

全
国
で

問
題
に
な
っ
て
い
る
里
山
の
竹

害
。
西
野
地
区
を
モ
デ
ル
に
、
セ

ミ
ナ
ー
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通

じ
て
、
竹
と
共
存
す
る
里
山
再
生

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
す
！

■
日　

時

・
２
日
（
土
）
午
前
９
時
～
午

後
３
時　

竹
林
整
備
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ

・
10
日
（
日
）
午
前
10
時
～
正
午

セ
ミ
ナ
ー
「
竹
と
暮
ら
す
」

　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
～
３
時

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
竹
鉢
の
寄

せ
植
え
・
竹
の
花
器
」

・
23
日
（
土
／
祝
）
午
前
９
時
～

午
後
３
時　

竹
林
整
備
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ

■
場　

所

　

西
野
集
会
所
（
集
合/

会
場
）

■
問
い
合
わ
せ

　

未
来
に
つ
な
ぐ
虹
の
会

　

赤
阪
惠
子　

０
７
３
‐
４
８
９

‐
３
７
７
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（T

EL/FA
X

）

上位入賞者の皆さん

老
人
ク
ラ
ブ
「
社
会
奉
仕
の
日
」

清
掃
活
動
を
実
施
!!

町
内
各
老
人
ク
ラ
ブ
で
は
、「
全

国
一
斉
社
会
奉
仕
の
日
（
９
月
20

日
）」
に
ち
な
ん
で
地
区
の
社
寺
・

集会所周辺で雑木の伐採作業を行う有ノ木老人ク
ラブの皆さん（9 月 27 日）

【男性】
優　勝 東　　　宏（鎌　滝） 45
準優勝 湯上　敏夫（下佐々） 48
３　位 吉田　頴弘（毛原中） 53

【女性】
優　勝 妹背トミコ（神野市場 1） 51
準優勝 池本タマミ（福　井） 52
３　位 橘本　陽子（毛原宮） 53

集
会
所
・
公
園
の
清
掃
や
周
辺
の

草
刈
り
、
雑
木
の
伐
採
、
道
路
の

缶
拾
い
等
の
清
掃
掃
活
動
を
行

い
、
町
内
の
美
化
活
動
に
努
め
て

い
ま
す
。

町
内
各
老
人
ク
ラ
ブ

大
会
結
果
（
９
ホ
ー
ル
）

数
字
は
ス
コ
ア
で
す
。（
敬
称
略
）

未
来
に
つ
な
ぐ
虹
の
会

11
月　

竹
利
用
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
＆
セ
ミ
ナ
ー
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保健センターだより
平成 25 年度衛生カレンダーをご覧ください。

子育て支援センターからのお知らせ
■保育所開放のご案内〈申し込みは、各保育所まで〉
　○野上第１保育所：11 月 11 日（月）・25 日（月）　℡４８９－２１４４
　○野上第２保育所：11 月 5 日（火）・19 日（火）　℡４８９－４９５３
　○神野保育所　　：11 月 6 日（水）・20 日（水）　℡４９５－２０４９
　○毛原保育所　　：11 月 13 日（水）・27 日（水）　℡４９９－０１３１
■遊びの教室のご案内〈申し込みは、支援センター　℡ 489 － 2144 まで〉
　※留守の場合は、野上第１保育所
　○コアラ　　　　11 月 6 日（水）9：30 ～ 11：30　子育て支援センター（お散歩）
　○カンガルー　　11 月 20 日（水）9：30 ～ 11：00　総合福祉センター（プレイルーム）
　なお、いずれの行事も今年度に入り初めて参加される方は、申し込みお願いします。
■子育て支援センター・自然体験世代交流センター開放、育児相談のお知らせ
　親子、友達との遊び場として、ご活用ください。（対象）紀美野町在住の子どもと保護者
　【子育て支援センター】動木１５６（℡４８９－２１４４）
　　　　　　　　　　　月曜日～金曜日（土・日・祝は休み )(10：00 ～ 12：00・13：00 ～ 16：00）
　　　　　　　　　　　 11 月 11 日（月）・25 日（月）は『野いちごの会』による絵本の読み聞かせ
　　　　　　　　　　　 11 月 25 日（月）は栄養士による栄養相談
　【自然体験世代交流センター】鎌滝６３６（℡４９５－３１２７）
　　　　　　　　　　　 毎月　第２，４週の木曜日　（9：30 ～ 11：30）
　　　　　　　　　　　 11 月 14 日（木）は栄養士による栄養相談
　【育児相談】　センター開放日と同じ日・時で行います。
　　　　　　　（対象）紀美野町在住の子どもと保護者　※子育てに関する悩み事等、個別に面談・電話・訪問相談を行います。

海　南　保　健　所　だ　よ　り
事業名 対　象　・　内容等 日　　時

健康相談 健康診断書の作成等を行います。
（予約制）

11 月 11 日（月）　　９：３０～１０：３０
11 月 25 日（月）　　９：３０～１０：３０

エイズ検査
肝炎ウイルス検査

検査の結果は、次回のクリニック時に本人にお知らせし
ます。（予約制）

11 月 11 日（月）　　９：３０～１０：３０
11 月 25 日（月）　　９：３０～１０：３０

検便 容器が必要な方は、事前にお渡しします。 11 月 11 日（月）　　９：３０～１１：００
11 月 25 日（月）　　９：３０～１１：００

こころの健康相談

こころの健康に不安を持つ方やその家族で相談を希望さ
れる方には、精神科医師が相談に応じます。

（一週間前までに要予約）
※他の日は精神保健福祉相談員が相談に応じます。

11 月 13 日（水）　　９：００～
11 月 27 日（水）　１３：３０～

骨髄バンク
登録検査

骨髄提供者（ドナー）の登録をするための血液検査と
登録手続きを行います。

（予約制）

11 月 11 日（月）　１０：３０～１１：３０
11 月 25 日（月）　１０：３０～１１：３０

医療安全相談 医療に関する各種相談に応じます。 月曜日～金曜日（祝・祭日除く）

問い合わせ、申し込みは、海南保健所まで　　　　　　海南市大野中９３９　（℡　４８２－０６００）

健康相談のお知らせ（11 月の日程）

●虐待予防に関する相談窓口　地域包括支援センター（保健福祉課）
〔連絡先〕平日（8：30 ～ 17：15）　　 ℡ 489 － 9960（直通）
　　　　 休日・夜間（17：15 以降）　℡ 489 － 2430
〔場　所〕紀美野町下佐々 1408 － 4　紀美野町総合福祉センター内
〔メール〕houkatu@town.kimino.lg.jp

■場　所：総合福祉センター
■と　き：毎週水曜日　6 日、13 日、20 日、27 日
■時　間：午前９時～ 11 時　■対象者：住民すべての方
■内　容：健康に関することすべて
　　　　　・乳幼児の相談 ・離乳食の相談 ・健診結果の相談　等
　各種健診結果を説明します。自分の健康状態を知り、今後のよりよい
生活につなげましょう。
　生活改善に関心のある方は、保健師・栄養士が相談に応じますので、
お気軽にお問い合わせください。
★母子健康手帳・健康手帳・健康ファイルをお持ちの方は、必ず持ってきてください。
★ご希望により血圧測定・検尿・体脂肪測定・骨密度測定も行います。
問い合わせ：保健福祉課（℡４８９－９９６０）

Ｂ型肝炎ウイルスに感染された方に
給付金が支給される場合があります

（対象者）
　７歳になるまでの間に集団予防接種等（昭和 23 年７月１日から
昭和 63 年１月 27 日までの間）の際、注射器の連続使用が原因で、
Ｂ型肝炎ウイルスに持続感染した方及びその方から母子感染した方

（これらの方々の相続人を含みます）
（給付をうけるには）
　満７歳の誕生日の前日までの間に、集団予防接種を受けているこ
とを確認すること等が必要です。手続き等お問合わせ先は、厚生労
働省ホームページ　Ｂ型肝炎訴訟について　検索（インターネット
の検索サイトで「Ｂ型肝炎訴訟について」で検索してください）
　http://www.mhlw.go.jp/seisakunitsuite/bunya/kenkou/
b-kanen/ をご覧いただくか、
厚生労働省電話相談窓口（年末年始を除く平日午前９時～午後５時）
℡ ０３－３５９５－２２５２にお問合わせください。
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健康づくりコーナー 【問い合わせ・申し込み】
保健福祉課（総合福祉センター）℡ 489-9960

　自宅でロコモ体操を続けられている方、みんな
で一緒に体操をしませんか？
　毎月第２・第４水曜日　午前９時 30 分～
　総合福祉センター３階で体操を続けておこなっ
ていますので、お気軽にお越しください。
　11 月 13 日（水）・12 月 25 日（水）には、
　和歌山県立医大の整形外科の、医師による医療
相談があります。
　気軽に相談することができます。
※ロコモ体操を始めたい

方、関心のある方は、
保健福祉課に連絡くだ
さい。

ロコモ（膝痛・腰痛予防体操）
OB　継続しています。

特定健康診査（国民健康保険）及びがん検診のご案内
～年に一度はあなたの大切な体の健康チェックをしましょう！！～

　海南市・紀美野町から委託をしている指定相談支援事業所による巡回相談を下記のとおり実施します。
　「障害福祉に関する制度を知りたい」「サービスの利用の仕方がわからない」など、障がいのある人や保護者、介護
者などからのさまざまな相談に応じ、必要な情報の提供や権利擁護のための必要な援助などを行います。
　巡回相談は、原則予約となりますので、直接事業所に連絡してください。（家庭訪問も行います。）
　なお、巡回相談日以外でも　相談に応じていますので、下記事業所までご連絡ください。

障がい者巡回相談のお知らせ

対　象　者 月　　　日 場所・時間 予　　約　　先

精神障がいの方・
家族の方 11 月５日（火）

美里支所
　 9：30 ～ 12：00
総合福祉センター
　13：30 ～ 16：00

●野上厚生病院内相談支援事業所　 ℡４８９－２９０８
●和歌山県福祉事業団海草圏域　
　障害児者相談支援事業所「らん」　℡４９４－３５３９

身体障がいや
知的障がいの方・
家族の方

11 月 20 日（水）

美里支所
　 9：30 ～ 12：00
総合福祉センター
　13：30 ～ 16：00

●療育センターＡ
あ

Ｏ
お

Ｉ
い

　　　　　　 ℡４８３－０４５４
●和歌山県福祉事業団海草圏域　
　障害児者相談支援事業所「らん」 ℡４９４－３５３９

○医療機関健診については、4 月に各戸配布している『衛生カレンダー』をご覧下さい。
○国保　特定健康診査は受診有効期限が 12 月 20 日までとなっていますので、ご注意下さい。
○【健診内容】
　・国保　特定健康診査（血液検査・血圧・心電図・尿検査・身体計測・医師による診察）
　・がん検診（胃がん・大腸がん・肺がん・子宮がん・乳がん）
○【健診対象者・費用】

　・国保特定健診対象者　：　40 － 74 歳の紀美野町国保加入者。健診費用は無料。
　　　（※社会保険被保険者の方の特定健診受診方法については、それぞれの医療保険者にご確認ください。）
　・各がん検診対象者　：　20 歳以上の紀美野町民。検診費用は、がん検診１種類ごとに 500 円（40 歳以上は無料）。

★★今年度、健診をまだ、受けられていない方は医療機関にて早目にお受けください★★

○今年度の集団健康診査は終了しました

　年齢を重ねるごとに、体の衰え
や心の疲れに気づかされる事が多
くなってきます。「自分はまだ大丈
夫！」「その通り！」など、いろいろ
と思うところがあると思います。
　これからも、元気に自分の生活を楽しんで過ご
すために、まずは「介護予防」に関心を持ってみ
ませんか？
　11 月から、各地域で『介護予防講座』を開催し
ます。
　基本チェックリストで、介護予防が必要と判定
されている方には個別に講座の日程をお知らせし
ます。また、それ以外の方でも関心のある方は、
日程、内容等を回覧にてお知らせしますので、皆
様ご参加ください。

『介護予防講座』
開催します！！
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お
知
ら
せ
・
募
集

本
来
、左
記
手
当
の
支
給
額
は
、

毎
年
の
消
費
者
物
価
指
数
に
連
動

し
て
改
定
さ
れ
る
は
ず
で
す
が
、

物
価
が
下
が
っ
た
時
期
に
特
例
で

支
給
額
を
据
え
置
い
た
た
め
、
現

在
は
1.7
％
ほ
ど
高
い
支
給
水
準
に

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
本
来
の

水
準
に
修
正
す
る
た
め
、
左
記
の

と
お
り
各
手
当
支
給
額
の
引
き
下

げ
が
実
行
さ
れ
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ　

保
健
福
祉
課

　

℡　

４
８
９
‐
９
９
６
０

10
月
か
ら
児
童
扶
養
手
当
、
特
別
児

童
扶
養
手
当
、
特
別
障
害
者
手
当
等

の
手
当
額
が
変
わ
り
ま
し
た
。

県
で
は
、
多
重
債
務
、
借
金
な

ど
、
お
金
の
問
題
に
悩
ん
で
い
る

県
民
の
皆
さ
ん
の
問
題
解
決
に
向

け
、
専
門
家
（
弁
護
士
・
司
法
書

士
、
相
談
員
）
に
よ
る
無
料
相
談

会
を
開
催
し
ま
す
。

■
主　

催　

和
歌
山
弁
護
士
会
・

和
歌
山
県
司
法
書
士
会
・
和
歌

山
県
・
財
務
省
近
畿
財
務
局（
和

歌
山
財
務
事
務
所
）

■
相
談
内
容　

多
重
債
務
、
借
金

な
ど
の
お
金
の
問
題
に
関
す
る

相
談
等

　

※
個
人
事
業
者
も
相
談
可

■
日　

時　

12
月
８
日
（
日
）・

15
日（
日
）午
後
１
時
か
ら
４
時

■
場　

所　

県
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー（
和
歌
山
ビ
ッ
グ
愛
８
階
）

■
予
約
受
付
先　

県
庁
県
民
生
活

課
（
℡.

４
４
１
‐
２
３
５
６
）

■
予
約
方
法

・
原
則
、
事
前
予
約
制
で
す
。
予

約
受
付
先
へ
電
話
連
絡

・
受
付
開
始　

11
月
１
日
（
金
）

※
受
付
時
間
は
平
日
の
午
前
９

時
～
午
後
５
時

・
当
日
予
約
の
場
合
は
、
県
庁
県

民
生
活
課
に
お
電
話
く
だ
さ
い

（
午
前
９
時
～
午
後
３
時
30
分
）。

■
問
い
合
わ
せ　

県
庁
県
民
生
活

課
（
℡.

４
４
１
‐
２
３
５
６
）

「
借
金
か
ら
の
生
活
再
建
無
料

相
談
会
」
開
催
の
お
知
ら
せ

障
害
者
総
合
支
援
法
に
よ
る
補

装
具
と
し
て
、
補
聴
器
の
給
付
を

受
け
ら
れ
な
い
難
聴
児
の
方
に
対

し
て
、
町
が
補
聴
器
購
入
費
の
一

部
を
補
助
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
助
成
対
象
児
は
次
の
い
ず
れ

に
も
該
当
さ
れ
る
方
で
す
。

１　

紀
美
野
町
内
に
住
所
を
有
す

る
18
歳
未
満
の
も
の

２　

両
耳
の
聴
力
レ
ベ
ル
が
原

則
と
し
て
30　

以
上
70　

未
満

で
、
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付

の
対
象
と
な
ら
な
い
も
の

３　

指
定
自
立
支
援
医
療
機
関
の

医
師
が
、
補
聴
器
の
装
用
に
よ
り

言
語
の
習
得
等
一
定
の
効
果
が

期
待
で
き
る
と
判
断
す
る
も
の

平
成
25
年
４
月
１
日
以
降
に
購
入

分
よ
り
適
用
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

保
健
福
祉
課

　

℡
４
８
９
‐
９
９
６
０

「社会保険料（国民年金保険料）
控除証明書」が発行されます

　国民年金保険料は、所得税及び住民税の申告におい
て全額が社会保険料控除の対象となります。その年の
1 月 1 日から 12 月 31 日までに納付した保険料が対
象です。
　この社会保険料控除を受けるためには、納付したこ
とを証明する書類の添付が義務付けられています。
　このため、平成 25 年 1 月 1 日から 9 月 30 日ま
での間に国民年金保険料を納付された方については、

「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」が本年
11 上旬に日本年金機構本部から送付されますので、
年末調整や確定申告の際には必ずこの証明書（又は領
収証書）を添付してください。
　また、10 月 1 日から 12 月 31 日までの間に今年
はじめて国民年金保険料を納付された方については、
翌年の 2 月上旬に送付されます。

　なお、ご家族の国民年金保険料を納付された場合も、
ご本人の社会保険料控除に加えることができますので、
ご家族あてに送られた控除証明書を添付のうえ申告し
てください。
　「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」につい
てのご照会は、控除証明書のはがきに表示されている
番号にお問い合わせください。

℡ 0570 － 070 － 117（ナビダイヤル）
050 または 070 から始まる電話でおかけになる場合は
℡ 03 － 6700 － 1130
＊ナビダイヤルは、一般の固定電話からおかけになる

場合は全国どこからでも、市内通話料金でご利用い
ただけます。ただし、一般の固定電話以外（携帯電
話等）からおかけになる場合は通常の通話料金がか
かります。

＊℡　03-6700-1130 の電話番号におかけになる場
合は、通常の通話料金がかかります。

～年末調整・確定申告まで大切に保管を！～

平成 25 年 9 月分まで 平成 25 年 10 月分から
児童扶養手当

全部支給の場合 41,430 円 41,140 円
一部支給の場合 9,780 ～ 41,420 円 9,710 ～ 41,130 円

特別児童扶養手当
1級 50,400 円 50,050 円
2 級 33,570 円 33,330 円

特別障害者手当 26,260 円 26,080 円
障害児福祉手当 14,280 円 14,180 円
福祉手当（経過措置分） 14,280 円 14,180 円

（月額）

紀
美
野
町
難
聴
児
補
聴
器
購
入

費
助
成
事
業
実
施
に
つ
い
て

dB

dB

海
草
振
興
局
と
海
南
警
察
署
は

10
月
７
日
、
大
規
模
地
震
等
発
生

時
に
お
け
る
災
害
警
備
本
部
指
揮

所
提
供
に
関
す
る
覚
書
を
締
結
し

ま
し
た
。

災
害
が
発
生
し
、
海
南
警
察
署

が
使
用
で
き
な
く
な
っ
た
場
合
、

海
南
市
南
赤
坂
に
所
在
す
る
同
振

興
局
建
設
部
海
南
工
事
事
務
所
内

の
一
部
を
災
害
警
備
本
部
指
揮
所

と
し
て
使
用
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

海
南
警
察
署

（
℡.

０
７
３
‐
４
８
２
‐
０
１
１
０
）

災
害
時
に
代
替
指
揮
所

控除証明書専用ダイヤル
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■
業
務
内
容　

課
税
事
務
の
補
助

（
資
料
整
理
な
ど
）

■
募
集
人
員　

１
人

■
雇
用
期
間　

３
ヶ
月
間

　

平
成
26
年
１
月
６
日
～
平
成
26

年
３
月
31
日

　
（
但
し
、
３
ヶ
月
間
の
更
新
を

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。）

■
賃　

金

　

日
額　

５
，８
０
０
円.

　
（
昇
給
・
賞
与
及
び
退
職
金
な
し
）

■
勤
務
時
間　

午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
15
分
（
休
憩
１
時
間

紀
美
野
町
臨
時
職
員
の
募
集

に
つ
い
て

含
む
）

■
雇
用
条
件　

18
歳
以
上
概
ね
65

歳
ま
で
の
人　

※
パ
ソ
コ
ン
の

操
作
（
エ
ク
セ
ル
・
ワ
ー
ド
な

ど
）
が
で
き
る
人　

■
加
入
保
険　

健
康
保
険
、
厚
生

年
金
保
険
、
雇
用
保
険

■
災
害
補
償　

和
歌
山
県
市
町
村

非
常
勤
職
員
公
務
災
害
補
償
組

合
規
約
に
よ
る

■
選
考
方
法　

面
接
試
験

■
試
験
日
時　

平
成
25
年
11
月
下

旬
（
応
募
者
に
は
追
っ
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。）

■
試
験
場
所　
　

紀
美
野
町
役
場

本
庁
２
階　

２
Ｂ
会
議
室

個
別
出
張
相
談
会

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、「
相
談
」

か
ら
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

働
く
こ
と
に
不
安
の
あ
る
原
則

15
才
か
ら
39
才
の
若
者
、
そ
の
ご

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生

徒
の
受
付
が
11
月
１
日
（
金
）
よ

り
開
始
さ
れ
ま
す
。

１　

高
等
工
科
学
校
と
は
、

　
　

将
来
陸
上
自
衛
隊
に
お
い

て
、
高
機
能
化
・
シ
ス
テ
ム
化

さ
れ
た
装
備
品
を
駆
使
・
運
用

す
る
と
と
も
に
、
国
際
社
会
に

お
い
て
も
自
信
を
持
っ
て
対
応

で
き
る
自
衛
官
と
な
る
者
を
養

成
す
る
た
め
に
、男
子
中
卒（
見

込
含
）
17
歳
未
満
の
者
を
対
象

に
採
用
す
る
制
度
で
す
。

２　

待
遇
等

　
　

特
別
職
国
家
公
務
員（
生
徒
）

で
、自
衛
官
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

手
当
は
、
生
徒
手
当
と
し
て
月

額
９
４
，
９
０
０
円
と
期
末
手

当
が
年
２
回
（
６
月
、１
２
月
）

支
給
さ
れ
ま
す
。
衣
食
住
は
全

員
が
駐
屯
地
（
神
奈
川
県
横
須

賀
市
）
で
生
活
し
、
宿
舎
・
食

事
・
被
服
類
は
、
無
料
及
び
支

給
、
貸
与
さ
れ
ま
す
。

３　

卒
業
資
格
等

　
　

卒
業
時
に
高
校
卒
業
資
格
を

取
得
し
、
陸
曹
候
補
生
た
る
自

衛
官
（
士
長
）
に
任
官
し
ま
す
。

試
験
に
合
格
し
た
一
部
の
生
徒

は
防
衛
大
学
校
学
生
、
航
空
学

生
（
海
・
空
）
等
の
道
へ
進
み

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

自
衛
隊
和
歌
山
地
方
協
力
本
部

　

有
田
募
集
案
内
所

　

〒
６
４
９
‐
０
３
１
６

　

和
歌
山
県
有
田
市
宮
崎
町

　

１
０
６
‐
２

　

℡
０
７
３
７
‐
８
２
‐
６
６
３
１

　

e
-m
a
il

：r
e
c
r
u
itl-

w
akayam

a@
pco.m

od.go.jp

家
族
の
方
の
相
談
に
お
応
え
し
、

心
の
ケ
ア
や
各
種
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

活
用
し
て
、
職
業
的
自
立
・
就
労

ま
で
を
ト
ー
タ
ル
で
サ
ポ
ー
ト
し

ま
す
。

■
日
時
・
場
所
・
時
間

　

毎
月　

毎
週
水
曜
日

　

海
南
市
民
会
館
（
海
南
市
中
央

公
民
館
）
１
階
集
会
室

　

海
南
市
日
方
１
２
７
１
‐
１
０

８

　

相
談
時
間
・
・
10
時
～
16
時
ま

で原
則
予
約
制（
相
談
時
間
40
分
）

■
相
談
料　

無
料

■
対
象
者　

働
く
こ
と
に
不
安
の

あ
る
39
才
ま
で
の
若
者
お
よ
び

ご
家
族
の
方

■
問
い
合
わ
せ　

若
者
サ
ポ
ー
ト

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
わ
か
や
ま

　

〒
６
４
０
‐
８
０
３
３　

　

和
歌
山
市
本
町
二
丁
目
四
〇
番

地　

聖
一
ソ
レ
イ
ユ
ビ
ル
４
階

　

℡
０
７
３
‐
４
２
７
‐
３
５
０
０

　
０
７
３
‐
４
２
７
‐
３
５
０
１

　
（
月
曜
日
か
ら
土
曜
日　

９
時

～
18
時
）

※
日
曜
・
祝
日
・
年
末
年
始
を
除

く

■
申
込
方
法
及
び
締
切
り

　

平
成
25
年
11
月
15
日
（
金
）

　

午
後
５
時
15
分
ま
で

　

履
歴
書
を
持
参
も
し
く
は
郵
送

に
よ
り
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　

税
務
課
（
℡.

４
８
９
‐
５
９
０
５
）

　

〒
６
４
０
‐
１
１
９
２

　

紀
美
野
町
動
木
２
８
７
番
地

平成26年度
保育所入所手続きのお知らせ

■対象児　紀美野町に在住し、家庭内において日々の保育に欠け集
団保育可能な児童。入所日において満２歳以上であること。

　（但し、野上第１保育所・神野保育所は満１歳以上なら可）
　※誕生日の翌月より入所可能となっております。
■入所申込手続き
　　新規に入所を申し込まれる方は、入所申請書に必要事項を記入

後、添付書類と共に、保健福祉課（総合福祉センター）または、
住民室（美里支所）に提出してください。

　　なお、入所申請書は上記申込場所に備え付けています。
　　また年度途中から入所を希望される方も必ず手続きをしておい

てください。入所の手続きをしていない場合は、希望にそえない
こともあります。

　　現在通所し、引き続いて入所される場合は、保育所で入所希望
調書を受け取り、受付期間内に各保育所に提出してください。

　　なお、保育料については年度当初の年齢で計算します。
■町内保育所
　野上第 1 保育所　紀美野町動木 156 番地　　　 ℡ 489 － 2144
　野上第 2 保育所　紀美野町下佐々 1363 番地　 ℡ 489 － 4953
　神野保育所　　　 紀美野町神野市場 78 番地　　℡ 495 － 2049
　毛原保育所　　　 紀美野町毛原宮 204 番地　　 ℡ 499 － 0131
■保育時間
　（通常保育）　平　日　　午前 8 時 30 分～午後　4 時 30 分
　　　　　　　土　曜　　午前 8 時 30 分～午前 11 時 30 分
　（延長保育：野上第 1 保育所・神野保育所のみ）
　　　　　　　平　日　　午前 7 時　　　～午後　7 時
　　　　　　　土　曜　　午前 7 時　　　～午後　1 時
■受付期間　平成 25 年 11 月 1 日（金）～ 11 月 29 日（金）
■問い合わせ・申し込み
　紀美野町総合福祉センター内保健福祉課（℡ 489 ‐ 9960）
　又は美里支所住民室（℡ 495 － 3464）

平成26年度保育所入所児童を募集します。

防
衛
省
か
ら
の
お
知
ら
せ

FAX
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■
日
時　

11
月
16
日
（
土
）

　

午
前
９
時
～
午
前
11
時
30
分

■
場
所　

文
化
セ
ン
タ
ー

■
内
容　
【
み
さ
と
ホ
ー
ル
】　

　

音
楽
物
語
「
ご
ん
ぎ
つ
ね
」
と

落
語
の
鑑
賞

　
【
木
の
ぬ
く
も
り
広
場
】

　

パ
ン
・
ぜ
ん
ざ
い
・
フ
ラ
ン
ク

フ
ル
ト
・
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
な
ど

の
出
店

■
持
ち
物　

チ
ケ
ッ
ト
・
名
札（
学

校
で
使
用
の
も
の
）・
水
筒

■
日
時　

11
月
17
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
集
合

　
　
　
　
【
時
間
厳
守
】

■
場
所　

中
央
公
民
館
和
室

■
参
加
者　

ど
な
た
で
も
（
プ
ロ

を
除
く
）

■
参
加
費

　

囲
碁
の
部　

１
，５
０
０
円

　

将
棋
の
部　

１
，０
０
０
円

　

※
昼
食
費
含
む
。
当
日
徴
収

■
賞　

優
勝
、
準
優
勝
、
３
位
、

飛
び
賞
及
び
参
加
賞

■
申
込
み　

11
月
14
日
（
木
）
ま

で
に
中
央
公
民
館
へ

■
そ
の
他　

申
込
み
多
数
の
場

合
、
分
か
れ
て
競
技
し
ま
す
。

■
主
催　

紀
美
野
町
文
化
協
会
囲

碁
部
・
将
棋
部

,13
秋
の
囲
碁
・
将
棋
大
会

の
ご
案
内

介
護
の
日
々
を
イ
キ
イ
キ
と

　
　

～
介
護
す
る
側
も
さ
れ
る
側
も
～

■
講
師　

小
谷
あ
ゆ
み

■
日
時　

11
月
29
日
（
金
）

　
　
　

午
後
６
時
30
分
～
８
時

■
場
所　

美
里
支
所
３
階

　
　
　
　
　

第
３
会
議
室

■
入
場
無
料

■
講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル　

　

フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
・
エ
ッ

セ
イ
ス
ト
、
江
戸
川
大
学
非
常

勤
講
師
。

　

石
川
テ
レ
ビ
に
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

と
し
て
入
社
後
、「
め
ざ
ま
し

テ
レ
ビ
」
中
継
リ
ポ
ー
タ
ー
な

ど
を
務
め
る
。
そ
の
後
フ
リ
ー

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
と
な
り
、
現
在

は
、
介
護
・
福
祉
・
農
業
を

テ
ー
マ
に
、
テ
レ
ビ
番
組
キ
ャ

ス
タ
ー
、シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
司
会
、

野
菜
を
作
る
ベ
ジ
ア
ナ
と
し
て

エ
ッ
セ
イ
連
載
な
ど
活
躍
中
。

■
主
な
出
演
番
組　

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ　

Ｅ
テ
レ
「
ハ
ー
ト

ネ
ッ
ト
Ｔ
Ｖ
～
介
護
百
人
一

首
」、「
三
好
琉
～
ワ
ン
ポ
イ
ン

ト
介
護
」
他

■
主
催　

紀
美
野
町
人
権
委
員
会

美
里
ブ
ロ
ッ
ク

■
問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習
課

「
人
権
研
修
会
」

「
第
2�
回
町
民
大
学
講
座
」「
人
権
研
修
講
座
」

■
日
時　

11
月
10
日
（
日
）

　
　

午
後
６
時
30
分
～
午
後
８
時

　
　
（
開
場
午
後
６
時
）

■
会
場　

中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

■
入
場
無
料

■
整
理
券
好
評
配
布
中

■
主
催　

紀
美
野
町
人
権
委
員
会

　
　
　
　

東
野
上
ブ
ロ
ッ
ク

■
問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習
課

ト
ー
ク
＆
ラ
イ
ブ
「
生
き
て
い
る
だ
け
で
価
値
が
あ
る
」

　

11
月
16
日
（
土
）、
17
日
（
日
）

に
、小
川
地
区
公
民
館
に
お
い
て
、

生
け
花
や
絵
手
紙
等
の
作
品
展
示

や
、
茶
席
、
人
形
劇
等
の
サ
ー
ク

ル
発
表
を
行
い
ま
す
。
皆
様
ぜ
ひ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

小
川
地
区
作
品
展
示
会

シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー　

松
田
陽
子

第
８
回
き
み
の
こ
ど
も

ま
つ
り

■
そ
の
他　

・
当
日
は
、
温
か
い
服
装
で
来
て

く
だ
さ
い
。　
　
　

・
送
迎
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。
ご

利
用
の
方
は
必
ず
申
し
込
み
を

し
て
く
だ
さ
い
。

・
参
加
者
全
員
に
ふ
る
ま
い
鍋
が

あ
り
ま
す
。

■
午
後
か
ら
は
、
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
指
導
者
協
議
会
主
催
に
よ

る
、
き
み
の
ス
ポ
ー
ツ
ま
つ
り

が
あ
る
よ
。
参
加
し
て
ね
。

■
主
催　

き
み
の
こ
ど
も
ま
つ
り

実
行
委
員
会　

■
問
い
合
わ
せ　

青
少
年

セ
ン
タ
ー
（
℡
４
８
９
‐

５
９
０
９
）

11
月
２
日
（
土
）
～
４
日
（
月
・

祝
）
は
、
中
央
公
民
館
と
文
化
セ

ン
タ
ー
で
、
第
８
回
紀
美
野
町
文

化
祭
を
開
催
し
ま
す
。
館
内
い
っ

ぱ
い
の
展
示
物
や
子
ど
も
た
ち
の

発
表
会
、
芸
能
大
会
は
歌
・
舞
踊
・

ダ
ン
ス
・
合
唱
・
茶
席
な
ど
が
あ

り
ま
す
。

第
８
回
紀
美
野
町
文
化
祭
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■
中
央
公
民
館

　

６
日　

え
い
ご
で
あ
そ
ぼ
う

　

13
日　

や
っ
て
み
よ
う
静
電
気

実
験

　

20
日　

お
は
な
し
会

　

27
日　

作
っ
て
あ
そ
ぼ
う

ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム

■
文
化
セ
ン
タ
ー

　

６
日　

お
は
な
し
会

　

13
日　
オ
セ
ロ
・
将
棋
で
遊
ぼ
う

　

20
日　

お
休
み

　

27
日　
ド
ッ
チ
ボ
ー
ル
を
し
よ
う

★
11
月
２
日
・
３
日
、
午
後
１
時

～
４
時
、
文
化
セ
ン
タ
ー
ホ
ワ

イ
エ
で
、
カ
プ
ラ
体
験
コ
ー

ナ
ー
を
し
ま
す
。
ぜ
ひ
遊
び
に

き
て
ね
。

夏
休
み
を
利
用
し
、
健
康
的
で

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
生
活
と
し

て
『
日
本
型
食
生
活
』
の
レ
シ
ピ

を
募
集
し
ま
し
た
！
町
内
小
中
学

生
１
３
８
名
の
応
募
が
あ
り
、
応

募
レ
シ
ピ
を
厳
正
に
審
査
し
た
と

こ
ろ
、
左
記
の
皆
さ
ま
が
入
賞
さ

れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
入
賞
レ
シ
ピ
は
今
後
、
各

家
庭
に
も
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ

く
ほ
か
、
各
保
育
所
や
小
中
学
校

の
給
食
メ
ニ
ュ
ー
に
取
り
入
れ
る

予
定
で
す
！

入
賞
者
（
敬
称
略
）

小
学
生
の
部

『
日
本
型
食
生
活
大
賞
』

　

野
上
小
学
校
６
年　

岩
﨑
稀
優

『
準
日
本
型
食
生
活
大
賞
』

　

小
川
小
学
校
１
年　

小
川
巧
貴

『
夏
バ
テ
、
さ
よ
う
な
ら
賞
』

　

野
上
小
学
校
４
年　

山
本
剛
祐

『
わ
が
家
の
定
番
賞
』

　

野
上
小
学
校
６
年　

井
上
京
介

『
食
べ
て
み
た
い
で
賞
』

　

野
上
小
学
校
６
年　

南　

暢
規

『
カ
ル
シ
ウ
ム
た
っ
ぷ
り
賞
』

　

下
神
野
小
学
校
６
年

　
　
　
　
　
　
　
　

髙
田
真
太
郎

中
学
生
の
部

『
日
本
型
食
生
活
大
賞
』

【
百
冊
】

　
　

妙
瀬
田
希
（
第
１
保
）

　
　

山
本
百
華
（
野
小
３
年
）

【
二
百
冊
】

　
　

九
十
九
み
ん
と
（
神
野
保
）

■
新
刊
紹
介

【
中
央
公
民
館
】

「
北
の
街
物
語
」
内
田
康
夫
・
著

「
と
り
あ
え
ず
今
日
を
生
き
、
明

日
も
ま
た
今
日
を
生
き
よ
う
」

　
　
　
　
　
　

な
だ
い
な
だ
・
著

「
傷
」　　
　
　
　

堂
場
瞬
一
・
著

９
月
29
日
（
日
）
海
草
有
田
芸

能
交
流
会
が
、
海
南
市
民
会
館
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
紀
美
野
町
か

ら
は
、「
大
正
琴
す
ず
ら
ん
」
の

皆
さ
ん
が
参
加
さ
れ
、
日
頃
の
練

習
の
成
果
を
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

海
草
有
田
芸
能
交
流
会

開
催

じ
ど
う
か
ん
料
理
教
室

入
賞
お
め
で
と
う
！

夏
休
み
！
料
理
レ
シ
ピ

コ
ン
テ
ス
ト

テ
ー
マ
『
日
本
型
食
生

活
で
毎
日
が
元
気
！
』

　

美
里
中
学
校
３
年　

髙
田
咲
良

『
準
日
本
型
食
生
活
大
賞
』

　

野
上
中
学
校
１
年　

東　

響
樹

『
ネ
バ
ネ
バ
が
良
い
で
賞
』

　

美
里
中
学
校
２
年　

岸
本
和
佳

図
書
室
だ
よ
り

～
た
く
さ
ん
読
ん
だ
よ
～
（
敬
称
略
）

和
菓
子
で
「
サ
ン
タ
ク
ロ
ー

ス
と
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
」

を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
！

■
日
時　

11
月
30
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～

　
　
　
　

午
後
３
時
30
分

■
場
所　
中
央
公
民
館
調
理
実
習
室

■
講
師　
「
紫
香
庵
」
須
賀
良
知

さ
ん

■
参
加
費　

３
０
０
円

■
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、

タ
オ
ル
、
マ
ス
ク
、
す
い
と
う

■
対
象　

小
学
生
、
保
育
園
児

及
び
保
護
者
（
保
育
園
児
は
保

護
者
の
方
と
参
加
お
願
い
し
ま

す
）
※
先
着
30
名

■
申
込
み　

11
月
15
日
（
金
）
ま

で
に
青
少
年
セ
ン
タ
ー
へ
（
℡

４
８
９
‐
５
９
０
９
）

「
と
こ
と
ん
！
ひ
き
肉
活
用
レ
シ

ピ
」　　
　
　
　

ブ
テ
ィ
ッ
ク
社

「
よ
く
咲
く
鉢
バ
ラ
の
育
て
方
」　

　
　
　
　
　
　
　

鈴
木
満
男
・
著

「
ぺ
っ
た
ん
！
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
」　

　
　
　
　
　
　

鈴
木
ま
も
る
・
著

「
へ
ん
し
ん
レ
ス
ト
ラ
ン
」

　
　
　
　

あ
き
や
ま
た
だ
し
・
著

「
え
っ
ち
ら
お
っ
ち
ら
日
本
だ

じ
ゃ
れ
旅
」　　
　

高
畠
純
・
絵

「
も
っ
と
！
考
え
る
力
を
育
て
る

お
話
３
６
６
」

　
　
　
　
　
　

Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
編

「
ジ
ェ
ッ
ト
機
と
空
港
・
管
制
塔
」

　
　
　
　
　

モ
リ
ナ
ガ
ヨ
ウ
・
著

【
文
化
セ
ン
タ
ー
】

「
偽
り
の
シ
ス
タ
ー
」

　
　
　
　
　
　
　
　

横
関
大
・
著

「
泣
き
童
子
」

　
　
　
　
　
　

宮
部
み
ゆ
き
・
著

「
ト
リ
セ
ツ
・
ヤ
マ
イ
」

　
　
　
　
　
　
　
　

海
堂
尊
・
著

「
駅
長
た
ま
プ
ラ
ス
」

　
　
　
　
　
　
　

坂
田
智
昭
・
著

「
型
紙
い
ら
ず
の
着
物
リ
メ
イ
ク
・

パ
ン
ツ
＆
ス
カ
ー
ト
」

　
　
　
　
　
　
　

松
下
純
子
・
著

「
に
ひ
き
の
か
え
る
」

　
　
　
　
　
　
　

新
美
南
吉
・
著

「
ま
ほ
う
の
で
ん
し
レ
ン
ジ
」

　
　
　
　

た
か
お
か
ま
り
こ
・
著

「
な
ぜ
？
ど
う
し
て
？
算
数
の
お

話
」　　
　
　
　
　
　
　
　

学
研

「
デ
ィ
ズ
ニ
ー
折
り
紙
あ
そ
び
」

　
　
　
　

い
し
ば
し
な
お
こ
・
著

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
か

10
月
16
日
～
18
日
に
中
央
公
民

館
と
世
代
交
流
セ
ン
タ
ー
で
通
学

合
宿
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
２
ヶ
所
合
わ
せ
て
、
43

名
の
児
童
が
参
加
し
、
調
理
・
洗

濯
・
掃
除
な
ど
普
段
自
分
で
す
る

機
会
が
少
な
い
事
も
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
来
て
く
れ
た
更
生
保

護
女
性
会
や
和
歌
山
大
学
の
皆
さ

ん
、
一
緒
に
生
活
し
て
い
る
仲
間

と
力
を
合
わ
せ
て
出
来
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
お
風
呂
は
地
域
の
方
々

に
も
ら
い
湯
を
さ
せ
て
頂
き
、
交

流
も
出
来
ま
し
た
。

［
通
学
合
宿
参
加
者
の
感
想
］

最
初
は
、
自
分
の
こ
と
を
す
る

の
で
精
一
杯
だ
っ
た
け
ど
、
最
後

に
は
周
り
も
見
れ
る
よ
う
に
な

り
、
皆
で
協
力
し
て
、
い
ろ
ん
な

こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。通

学
合
宿
を
通
し
て
学
ん
だ
こ

と
を
家
に
帰
っ
て
も
、
家
族
の
た

め
に
活
か
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

通
学
合
宿
に
関
わ
っ
て
く
れ
た

皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

通
学
合
宿
が

無
事
に
終
了
★
☆

大正琴すずらんの皆さん
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神
野
の
里
「
や
ま
あ
が
り
」

紀
美
野
町
ス
ポ
ー
ツ
表
彰

平
成
24
年
度
、
25
年
度
に
各
種

ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
お
い
て
、
優
秀

な
成
績
を
収
め
ら
れ
た
り
、体
育
・

ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
振
興
に
功
績
の

あ
っ
た
方
に
対
し
て
、
紀
美
野
町

体
育
協
会
よ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
表
彰

を
行
い
ま
し
た
。
表
彰
さ
れ
た
方

は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。（
敬
称
略
）

【
ス
ポ
ー
ツ
功
労
賞
】

　

◎
新
家
賢
（
ペ
タ
ン
ク
）

　

◎
北
原
ツ
ヤ
子
（
ペ
タ
ン
ク
）

　

◎
上
田
義
弘
（
ペ
タ
ン
ク
）

　

◎
萩
圭
弘
（
ゲ
ー
ト
ゴ
ル
フ
）

　

◎
福
岡
規
子（
ゲ
ー
ト
ゴ
ル
フ
）

　

◎
弓
庭
武
彦（
ゲ
ー
ト
ゴ
ル
フ
）

【
ス
ポ
ー
ツ
振
興
賞
】

　

◎
大
家
康
男
（
ペ
タ
ン
ク
）

　

◎
佐
々
中
祥
泰
（
卓
球
）

受
賞
さ
れ
た
み
な
さ
ん
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
ま
す
ま

す
ご
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
お
祈
り

い
た
し
ま
す
。

し
い
一
日
を
過
ご
し
た
。
戦
時
ム
ー

ド
が
深
ま
る
に
つ
れ
て
子
ど
も
だ
け

の
行
事
に
な
っ
て
い
っ
た
が
終
戦
後

で
も
、
数
人
の
大
人
に
付
き
添
わ
れ

て
昭
和
25
年
頃
ま
で
続
い
て
い
た
。

現
在
で
は
こ
の
行
事
は
行
わ
れ
て
い

な
い
が
、
こ
の
よ
う
な
風
習
は
日
本

各
地
に
残
っ
て
い
た
。

中
国
の
「
踏と
う

青せ
い

」
と
い
う
行
事
が

伝
わ
っ
て
、
奈
良
時
代
頃
か
ら
宮
中

で
行
わ
れ
て
い
た
上じ
ょ
う
し巳
の
節せ
ち

会え

や
曲
き
ょ
く

水す
い

の
宴え
ん

と
い
う
行
事
が
あ
る
。
こ
れ

は
、春
の
日
に
川
辺
に
出
て
禊み
そ
ぎ
を
し
、

青
草
を
踏
ん
で
邪
気
を
払
う
。
そ
し

て
、春
に
萌
え
出
し
た
薬
草
を
摘
み
、

皆
で
食
事
を
し
て
楽
し
む
。

こ
の
よ
う
な
事
か
ら
、「
や
ま
あ

が
り
」
は
日
本
古
来
の
行
事
と
混
じ

り
あ
っ
て
庶
民
に
も
伝
わ
り
、
祖
霊

も
し
く
は
山
の
神
と
飲
食
を
共
に
し

て
秋
の
豊
穣
を
祈
り
、
春
の
農
作
業

に
先
だ
っ
て
楽
し
ん
だ
の
で
あ
ろ

う
。こ

の
山
あ
が
り
は
、
踏
青
の
行
事

が
伝
わ
る
よ
り
古
く
か
ら
行
わ
れ
て

い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

高
野
山
の
麓
に
あ
た
る
下
神
野
村

は
山
間
の
地
で
あ
る
が
、
そ
の
中
で

も
神
野
市
場
・
野
中
・
安
井
・
福
田

地
区
は
田
畑
が
広
が
り
比
較
的
平
野

で
あ
る
。
そ
の
中
で
も
野
中
地
区
は

下
神
野
村
の
中
央
に
当
た
る
こ
と
か

ら
「
野
中
」
と
い
う
名
が
つ
い
た
の

だ
と
『
紀
伊
続
風
土
記
』
に
記
述
さ

れ
て
い
る
。

そ
の
野
中
地
区
に
「
笠
松
」
と
呼

ば
れ
る
小
さ
な
山
が
あ
っ
て
、
頂
上

に
大
き
な
松
が
笠
状
に
広
が
っ
て
い

た
。
そ
の
山
に
登
る
と
、
野
中
の
集

落
の
み
な
ら
ず
、神
野
川
の
流
れ
や
、

安
井
、
永
谷
、
神
野
市
場
、
福
田
の

集
落
の
一
部
が
一
望
に
見
渡
せ
た
。

こ
の
山
は
旧
の
３
月
３
日
、
つ
ま
り

節せ
っ

供く

の
日
に
行
う
野
中
地
区
の
「
や

ま
あ
が
り
」
の
山
で
あ
っ
た
。

昔
の
村
々
に
あ
た
る
各
地
区
に

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
全
体
を
見
渡

せ
る
い
ち
ば
ん
見
晴
ら
し
の
よ
い
所

に
「
や
ま
あ
が
り
」
の
山
が
あ
っ

た
。
神
野
市
場
地
区
は
秋あ
き

葉は

山さ
ん

、
福

田
地
区
は
愛あ
た
ご宕
山さ
ん

や
桃
山
、
樋
下
地

区
は
ハ
ゲ
山
、
永
谷
地
区
は
坊
主
山

で
あ
っ
た
。

年
よ
り
も
子
ど
も
も
一
緒
に
な
っ

て
山
に
登
り
、
重
箱
に
ご
ち
そ
う
を

つ
め
て
一
緒
に
食
事
を
す
る
な
ど
楽

　私たちは第２・４木曜日に活動してい
ます。
　まず、ママが子どもに簡単なベビー
マッサージをし、成長を促します。
　その後、ヨガでママの腰痛や肩こりな
ど、育児の疲れを解消し身体を調えます。
子どもはヨガをしませんが、子ども達の
中でヨガをしているので、とても賑やか
です。
　子ども連れであってもなくても、ママ
であれば参加してもらえます。

─ わが町サークル ─
『ママとこどものヒーリングヨガ』

紀
美
野
町
の
歴
史
と
文
化

そ
の
八
十
八

紀
の
国
わ
か
や
ま

国
体
コ
ー
ナ
ー

９
月
13
日
～
14
日
に
、

２
０
１
４
長
崎
が
ん
ば
ら
ん
ば
国

体
ホ
ッ
ケ
ー
競
技
リ
ハ
ー
サ
ル

大
会
（
２
０
１
３
全
日
本
社
会
人

ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会
）
の
視
察

研
修
が
行
わ
れ
、
紀
美
野
町
実
行

委
員
会
の
会
長
、
副
会
長
の
皆
さ

ん
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
２
０
１
５
紀
の

国
わ
か
や
ま
国
体
ホ
ッ
ケ
ー
競
技

の
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
と
し
て
、
来

年
７
月
19
日
（
土
）
～
23
日
（
水
）

の
間
紀
美
野
町
で
開
催
さ
れ
る
も

の
で
、
監
督
・
主
将
会
議
か
ら
開

会
式
と
運
営
方
法
を
学
ぶ
と
共

に
、会
場
の
設
営
の
仕
方
、ス
タ
ッ

フ
の
接
遇
等
多
く
を
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

加
え
て
、
長
崎
県
川
棚
町
の
各

種
団
体
の
皆
さ
ん
が
、
お
も
て
な

し
の
精
神
を
示
し
て
く
だ
さ
っ
た

こ
と
は
、
選
手
や
大
会
関
係
者
並

び
に
一
般
観
覧
者
の
皆
さ
ん
の
心

に
長
く
残
る
も
の
で
、
私
た
ち
紀

美
野
町
で
も
そ
う
あ
り
た
い
と
思

え
る
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
も
の
で

し
た
。

こ
れ
か
ら
大
会
ま
で
の
間
、
皆

様
と
共
に
、
ど
う
し
た
ら
紀
美
野

町
の
お
も
て
な
し
精
神
が
示
せ
る

か
考
え
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
、
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

受賞者の皆さん

追　熱戦の結果、和歌山代表箕島ク
ラブは準優勝という素晴らしい成
績をおさめました。（写真は開会式
の様子）
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警報で一日延期した昨年とうってかわり、今年
は好天に恵まれた中、下神野小学校と神野保育所の
合同運動会を実施することができました。9時に開
始の号砲が鳴り響き、大勢の参観者に温かく見守ら
れ、子どもたちは精一杯の演技をしていました。「最
後まで全力！」のスローガンのもと、お互いに助
け、助けられながら、競技に臨みました。とりわけ、
一人一人が責任を持って自分のパートをやりきっ
た高学年による組体操のピラミッドは圧巻でした。
低学年は、新たに「にんじゃりばんばん」のダンス
にチャレンジし、見事に踊りきりました。保育所・
小学校ともに、競技後の子どもたちの顔は、最後ま
でやり遂げた満足感に満ちあふれていました。
保護者や地域の皆様、朝早くからの応援はもとよ
り、親子競技や一般種目にご参加、ありがとうござ
いました。

　2012 年９月 21日に発見された、アイソン彗星
の最大の特徴は、彗星が太陽に最接近する「近日点
通過」時に、太陽と彗星の距離が、他の彗星と比べ
ても、とりわけ近い事です。
　太陽の近くを通る彗星は、太陽光をたくさん浴び
て、明るい尾が肉眼で確認できる大彗星となる可能
性があります。しかし、あまりに太陽に近すぎると、
彗星の核が分裂したり崩壊してしまい、消滅する危
険性もあります。
　アイソン彗星の明るさは、近日点通過の11月 29
日に最大となります。しかし、近日点通過時を含め、
前後数日は、彗星と太陽の距離が近すぎて太陽の光
が邪魔となり、彗星を観測する事ができません。彗
星が太陽に近づく11月下旬、また、無事に太陽を
回りきり、徐々に太陽から遠ざかる 12月上旬に、
明け方の東の空に、大きな尾を期待しましょう！
　今後のアイソン彗星の情報にご注目下さい。

独
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道

天文台だより
『アイソン彗星に注目！』

佐藤奈穂子（客員研究員）

学校だより
『秋晴れの運動会』

紀美野町立下神野小学校

みさと天文台 105cm 反射望遠鏡で撮影。
まだ暗いアイソン彗星（10 月７日）。
提供：矢動丸、小澤（みさと天文台）
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■
申
込
期
限

　

受
講
し
よ
う
と
す
る
月
の
前
月

の
20
日
ま
で

■
申
し
込
み
（
問
い
合
わ
せ
）

　

紀
美
野
町
消
防
本
部　

警
防
課

ま
で

　
（
℡
４
８
９
‐
６
３
０
２
）

火
災
・
救
急
・
救
助
は
１
１
９
番

「
消
す
ま
で
は　

心
の
警
報　

Ｏ
Ｎ
の
ま
ま
」

次
回
の
普
通
救
命
講
習
・

再
講
習
は
12
月
１
日（
日
）

で
す
。

9月の消防の動き
●火災発生数…0件
【事故種別搬送人員】

管　内 管　外 合　計
急 病 27（　） 27（　）
一 般 負 傷 6（　） 6（　）
交 通 事 故 1（　） 1（　）
そ の 他 1（　） 1（　）
合 計 35（　） 35（　）

※（　）内については、ドクターヘリ搬送

火
災
が
発
生
し
や
す
く
な
る
時

季
を
迎
え
、
秋
の
火
災
予
防
運
動

が
全
国
一
斉
に
11
月
９
日
（
土
）

か
ら
11
月
15
日
（
金
）
ま
で
の
７

日
間
に
わ
た
り
展
開
さ
れ
ま
す
。

み
な
さ
ん
住
宅
防
火
対
策
は
万

全
で
す
か
？　

こ
の
機
会
に
、
忘

れ
が
ち
と
な
る
「
火
」
に
対
す
る

警
戒
心
の
高
揚
を
図
り
、
火
災
の

発
生
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

※機種名の ( ) 内は色調コードを表します。

9 月 9 日（月） 一日救急隊長
（野上厚生病院　病棟４階　中越看護師）

9 月 13 日（金） ドクターカー運用
（野上厚生病院　河野医師（研修医））

9 月 20 日（金） ドクターカー運用
（野上厚生病院　内科　矢本医師）

9 月 27 日（金）ドクターカー運用
（野上厚生病院　内科　柳岡医師）

平
成
25
年
秋
季
全
国

火
災
予
防
運
動
実
施

11
月
９
日
は
【
１
１
９
番
の
日
】

で
す

製
品
火
災
に
注
意
！！

去
る
９
月
８
日
か
ら
９
月
14
日

ま
で
の
救
急
医
療
週
間
に
ち
な
ん

で
町
民
の
み
な
さ
ま
の
救
急
業
務

に
対
す
る
正
し
い
理
解
と
認
識
を

深
め
る
と
共
に
、
救
急
医
療
関
係

者
及
び
職
員
の
士
気
の
高
揚
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
次
の
行
事

を
実
施
し
ま
し
た
。

救
急
医
療
週
間
行
事
報
告

老
朽
化
し
た
消
火
器
の

適
切
な
取
扱
い
に
つ
い
て

老
朽
化
し
た
消
火
器
の
破
裂
に

よ
る
事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

古
く
な
っ
た
消
火
器
が
あ
る
場
合

や
、
点
検
、
設
置
時
は
次
の
こ
と

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

○
水
の
か
か
る
場
所
、
湿
気
の
あ

る
場
所
に
設
置
し
な
い
。

○
直
接
地
面
や
床
に
設
置
し
な

い
。

○
時
々
点
検
し
、
錆
び
や
傷
が
あ

る
場
合
は
耐
用
年
数
以
内
で
も

使
用
し
な
い
。

○
腐
食
が
あ
る
消
火
器
は
専
門
の

業
者
に
点
検
や
、
処
分
を
依
頼

し
ま
し
ょ
う
。

○
新
た
に
消
火
器
を
設
置
さ
れ
る

場
合
は
、
破
裂
事
故
の
お
そ
れ

が
少
な
い
「
蓄
圧
式
」
の
消
火

器
を
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

シ
ャ
ー
プ
株
式
会
社
製
の
全
自

動
洗
濯
機
に
つ
い
て
、
平
成
25
年

７
月
30
日
付
け
で
リ
コ
ー
ル
製
品

の
追
加
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
対

象
機
種
は
左
記
の
製
品
で
す
の

で
、
も
し
ご
家
庭
の
製
品
が
該
当

し
て
い
ま
し
た
ら
、
ご
使
用
を
中

止
し
て
い
た
だ
き
メ
ー
カ
ー
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
分
か
ら
な
い
こ

と
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
消
防
署
へ

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

【
対
象
機
種
】（
上
の
図
）

シ
ャ
ー
プ
株
式
会
社
製　

全
自

動
洗
濯
機
（
１
９
９
９
年
８
月
～

２
０
０
６
年
12
月
製
造
）

シ
ャ
ー
プ
株
式
会
社
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

℡
０
１
２
０
‐
４
０
４
‐
６
６
０

問
い
合
わ
せ　

紀
美
野
町
消
防
署

℡
０
７
３
‐
４
８
９
‐
５
１
４
６

ES-70EE(-C) ES-C75D(-P/-V) ES-LC80B(-C/-H) ES-72EM(-C)
ES-CL75D(-A) ES-M7K(-C) ES-73EM(-V) ES-CY75D(-Y)
ES-N75D(-G) ES-74EM(-V) ES-D75D(-V/-W) ES-N7K(-C)
ES-75N(-G) ES-D75E2(-A) ES-T730V(-S) ES-80EE(-C)
ES-D85E2(-A) ES-T830V(-S) ES-82EM(-C) ES-DD8E(-C)
ES-TG74V(-G/-N/-S) ES-83EM(-V) ES-FG74V(-S) ES-TG84V(-G/-S)
ES-84EM(-V) ES-FG84V(-S) ES-U70C(-P/-V) ES-A70E(-C/-H)
ES-G70V6(-W) ES-U70D(-V/-W) ES-A80E(-C/-H) ES-G80V6(-W)
ES-U80C(-P/-V) ES-AG70D(-V/-W) ES-KG73V(-A/-N) ES-U80D(-V/-W)
ES-AG80D(-V/-W) ES-KG83V(-A/-N) ES-V73V6(-A) ES-B75D(-C/-P)
ES-LC70B(-C/-H) ES-V83V6(-A)
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秋は、「芸術の秋」「味覚の秋」「読書の秋」・・・と呼ばれ
ます。町内では２日（土）から４日（月）まで文化祭が中央
公民館と文化センターで、また、24 日（日）には農林商工
まつりが文化センター（木の温もり広場）でそれぞれ開かれ
ます。皆さんはどんな秋を楽しみますか。
なお、この季節朝夕気温がぐっと下がります。風邪などひ

かないよう健康管理には十分気をつけたいものです。

町民カレンダー

　11 月・12 月のこのコーナーを利用して、「夏休み！料理
レシピコンテスト」で大賞を受賞された方のレシピを紹介し
ます。
テーマ「日本型食生活で毎日が元気！
　　　　　～ごはんとおかずを組み合わせた献立募集♪～」
小学生の部「日本型食生活大賞」
　　　　　　野上小学校６年　岩﨑稀優さんのレシピ
（お料理の名前）
元気もりもり定食（あじの梅しそあげ・ねばねば三兄弟・
　　　　　　　　　なすのおひたし・豚汁・五穀米・もも）

【あじの梅しそあげ】
（材料と分量）１人分
・あじ・・・半身　　・梅・・・１つ　　・大葉・・・３枚
・こしょう、小麦粉、溶き卵、パン粉・・・少々
・きゅうり、トマト（かざり用）

編 集 後 記 紀美野町の人口
総人口………… 10,150 人
　男　………… 4,721 人
　女　………… 5,429 人
世帯数………… 4,544 世帯

（平成25年9月末現在）　　

　紀美野町面積 128.31km2

活
い

き生
い

きレシピコーナー（第41回） （作り方）
①あじの半身を 1/4 に切り、梅干しの種を取って細かく切る。
②あじにこしょうをふって大葉に梅を付けてあじに巻く。
③小麦粉・溶き卵・パン粉の順につけて油で揚げる。
④お皿にキュウリとトマトをかざる。

【ねばねば三兄弟】
（材料と分量）１人分
・納豆・・・１パック　　・オクラ・・・３本
・納豆のたれ・・・１袋
・山芋、だししょうゆ・・・少々

（作り方）
①納豆を器に入れる。
②オクラをゆでる。ゆであがったオクラを切る。
③山芋を細かく切る。
④納豆、オクラ、山芋、納豆のたれを混ぜ合わせる。
※言葉や表現は応募レシピの通りとしています。スペースの

都合により掲載メニューは２種類としています。

平成25年住生活総合調査を実施します
　国土交通省では、12 月 1 日、全国各地において「平成 25 年
住生活総合調査」を実施します。
　この調査は、全国の家庭で住宅についてどのように考えておら
れるかなどを伺うもので、国や地方公共団体が住宅施策を行う上
での重要な資料となります。
　今回の調査は、10 月 1 日に実施された住宅・土地統計調査 ( 総
務省 ) に回答いただいた世帯のうち、8 世帯を無作為に抽出して

行ないます。
　11 月下旬から 12 月初旬の間に調査員証を持った調査員が対象
となった世帯にお伺いしますので、調査をお願いする皆さんには
重ねてお手数をおかけすることとなりますが、ご協力をお願いし
ます。
問い合わせ：企画管財課　073-489-5913
　　　　　　和歌山県建築住宅課　073-441-3214

日　時 イベント名 開催場所 問い合わせ（073）
2 日（土） 9:00 ～ 文化祭【～ 4 日】 中央公民館・文化センター 生涯学習課 489-5915

〃 12:30 ～ 文化祭（児童生徒発表会） 文化センター 生涯学習課 489-5915
3 日（日） 9：00 ～ 文化祭（芸能大会） 文化センター 生涯学習課 489-5915
7 日（木） 移動町長室【28 日（木）】 美里支所 総務課 489-5912

住民室 495-3471
〃 11:00 ～ 犬ねこの飼い方講習会【10 日（日）・24 日（日）】 県動物愛護センター 県動物愛護センター 489-6500

9 日（土） 9:00 ～ 国体開催記念パークゴルフ大会 ふれあい公園 生涯学習課 489-5915
10 日（日） 18:00 ～ 第 27 回町民大学講座 中央公民館 生涯学習課 489-5915

〃 8:00 ～ 秋のふれあいハイキング かつらぎ町～高野山 青少年センター 489-5909
16 日（土） 9:00 ～ 第 8 回きみのこどもまつり 文化センター 青少年センター 489-5909

〃 9:30 ～ 小川地区公民館作品展示会【～ 17 日】 小川地区公民館 生涯学習課 489-5915
17 日（日） 9:30 ～ 秋の囲碁・将棋大会 中央公民館 生涯学習課 489-5915
21 日（木） 13:00 ～ 行政相談【～ 15:00】 中央公民館 総務課 489-5912

美里支所 住民室 495-3471
24 日（日） 9:00 ～ 農林商工まつり 文化センター 産業課 489-5901
29 日（金） 18:30 ～ 人権研修会 美里支所 生涯学習課 489-5915
30 日（土） 13:30 ～ じどうかん料理教室 中央公民館 青少年センター 489-5909
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まちづくり推進協議会

　12 月 7 日（土）に紀美野町内の歴史建造
物等を訪問します。
　午前 9 時から紀美野町役場で受付をし、9
時 30 分に出発して、午後 4 時頃解散を予定
しています。
　11 月 29 日（金）までに氏名、住所、連絡
先をお伝えください。
■持ち物　弁当、飲み物
■講師の先生　
　早稲田大学准教授　　　　高木徳郎氏
　近畿大学准教授　　　　　藤井弘章氏
　和歌山県立博物館学芸員　坂本亮太氏
■訪問場所（バス移動）
　小川八幡神社、中田の棚田、真国丹生神社、

志賀野丹生神社、十三神社、満福寺、三尾
川の棚田など

■参加費　1 人 100 円
■定　員　50 名
※申し込み、問い合わせ
　紀美野町役場美里支所 産業・建設室
　　　℡ 073 ‐ 495 ‐ 3462
　　　FAX 073 ‐ 495 ‐ 3334
　ただし、電話の場合は、午前 9 時から 12 時、
午後 1 時から 5 時（土日、祝日は除きます。）
　定員となりましたらお断りすることがあり
ますので、ご了承ください。

【男性】
優　勝　髙垣　正幸（下佐々）43
準優勝　前中　徹哉（永　谷）45
３　位　萩　　圭弘（安　井）46

【女性】
優　勝　弓庭　美鶴（毛原宮）48
準優勝　福岡　規子（毛原中）48
３　位　池本タマミ（福　井）49

高
齢
化
な
ど
に
よ
り
、
今
後
介

護
が
必
要
な
方
が
増
え
て
行
く
中
、

介
護
を
身
近
な
も
の
と
し
て
と
ら

え
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
か
ら
介
護
に
つ
い
て
考
え
、
か

か
わ
っ
て
い
く
事
が
必
要
と
な
っ

て
き
ま
す
。
地
域
に
暮
ら
す
一
人

と
し
て
、
社
会
の
一
員
と
し
て
、

こ
の
日
を
介
護
に
つ
い
て
考
え
る

き
っ
か
け
と
し
ま
し
ょ
う
！

■
日　

時

　

11
月
16
日
（
土
）

　

午
前
10
時
～
午
後
5
時

　

11
月
17
日
（
日
）

　

午
前
10
時
～
午
後
4
時

■
場　

所　

　

和
歌
山
ビ
ッ
グ
ホ
エ
ー
ル

　
（
和
歌
山
市
手
平
２
丁
目
１
‐
１
）

■
内　

容

　

講
演
会
、
介
護
の
相
談
、
介
護

予
防
体
操
、
介
護
食
体
験
、
福

祉
用
具
の
展
示
、
介
護
ク
イ
ズ

な
ど

■
問
い
合
わ
せ　

県
社
会
福
祉
協

議
会
福
祉
事
業
部

　
（
℡
０
７
３
‐
４
３
５
‐
５
２
１
１
）

11
月
11
日
は

「
介
護
の
日
」
で
す
！

『
ふ
れ
あ
い
人
権
フ
ェ
ス
タ
』

　

～
介
護
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？
～

10
月
２
日
、
農
村
総
合
セ
ン

タ
ー
で
第
７
回
紀
美
野
町
交
通
安

全
高
齢
者
教
室
・
ゲ
ー
ト
ゴ
ル
フ

大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

上位入賞者の皆さん

高
齢
者
66
名
（
男
性
34
名
・
女

性
32
名
）
は
、
高
齢
者
教
室
で
海

南
警
察
署
の
竹
中
交
通
課
長
か
ら

管
内
に
お
け
る
交
通
事
故
状
況
な

ど
、
交
通
安
全
に
つ
い
て
の
講

話
を
聞
い
た
後
、
秋
晴
れ
の
も
と

ゲ
ー
ト
ゴ
ル
フ
を
楽
し
む
と
と
も

に
、
相
互
の
親
睦
を
深
め
ら
れ
ま

し
た
。

ゲ
ー
ト
ゴ
ル
フ
大
会
（
９
ホ
ー

ル
）の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

数
字
は
ス
コ
ア
で
す
。

紀美野町の歴史を研究する大学の先生
たちと見学する「みる・あるく・きみの」

紀美野史発見部会からの
お知らせ

交通安全教室

交
通
安
全
高
齢
者
教
室
・
ゲ
ー
ト
ゴ
ル
フ
大
会

開
か
れ
る
！


